
エネルギー

　
新
興
国
の
経
済
成
長
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
大
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
か
ら
、
新

エ
ネ
や
省
エ
ネ
の
必
要
性
が
世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
も
資
源
が
乏
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
う
え
に
、
安
全
面
か
ら
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
も
減
ら
す
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
は
ど
の
国
よ
り
も
欠
か

せ
な
い
。
中
で
も
、
関
西
地
域
は
国
内
で
先
陣
を
切
る
水
素
利
用
の
基
盤
整
備
や
、
省
エ
ネ
技
術
で
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
走
っ
て
い
る
。
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
域
の
取
り
組
み
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
の
未
来
図

が
見
え
て
く
る
。

▲

▲

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
岩
谷
産
業
、
兵
庫
・
尼
崎
に
商
用
で
国
内
初

「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
累
計
販
売
大
ガ
ス
、
３
万
台
を
達
成

河川水の熱で冷暖房関電子会社が展開大阪・中之島一部地区で

進むエネルギー革新
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中
之
島
地
区
の

高
層
ビ
ル
街
、

高
効
率
な
地
域

熱
供
給
が
拡
大

し
て
い
る

岩
谷
産
業
が
兵
庫
県
尼
崎
市

に
開
設
し
た
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

　
関
西
電
力
も
高
度
経
済
成

長
の
時
代
か
ら
省
エ
ネ
の
多

様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て

き
た
。
子
会
社
の
関
電
エ
ネ

ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は

大
阪
市
北
区
の
堂
島
川
と
土

佐
堀
川
に
挟
ま
れ
た
中
之
島

二
・
三
丁
目
地
区
で
、
河
川

水
の
熱
を
利
用
し
た
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
技
術
に
よ
る
冷
暖
房

サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
る
。

　
同
地
区
は
超
高
層
ビ
ル
が

立
ち
並
ぶ
大
阪
有
数
の
オ
フ

ィ
ス
街
。
関
電
ビ
ル
や
中
之

島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ

ー
、
私
鉄
駅
な
ど
六
つ
の
建

物
に
冷
暖
房
の
熱
を
供
給

し
、

年
に
は
新
設
ビ
ル
も

対
象
に
加
え
る
。

　
関
電
ビ
ル
の
場
合
、
ビ
ル

本
体
の
省
エ
ネ
対
策
と
合
わ

せ
た
地
域
熱
供
給
の
省
エ
ネ

効
果
は
約

％
。
同
地
区
で

は
関
電
ビ
ル
が
完
成
し
た

年
か
ら
再
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
熱
供
給
先
も
広
が
っ

た
。
水
量
の
豊
か
な
川
に
恵

ま
れ
た
中
之
島
の
立
地
を
生

か
し
、
独
自
の
省
エ
ネ
地
域

を
築
く
。

　
地
域
熱
供
給
の
冷
暖
房
に

は
海
水
や
下
水
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
使
わ
れ

る
。
し
か
し
、
外
気
に
比
べ

夏
は
冷
た
く
冬
は
暖
か
い
河

川
水
は
、
空
調
の
熱
源
に
一

番
優
れ
る
と
い
う
。
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る
排
熱
を

蓄
熱
し
暖
房
に
使
う
な
ど
、

中
之
島
以
外
に

も
熱
供
給
地
域

を
広
げ
て
い

る
。

　
家
庭
で
は
Ｆ
Ｃ
Ｖ
よ
り
い

ち
早
く
、
水
素
で
電
気
と
熱

を
生
み
出
す
燃
料
電
池

Ｆ

Ｃ

が
普
及
し
て
い
る
。
家

庭
用
Ｆ
Ｃ
を
販
売
す
る
ガ
ス

会
社
や
石
油
会
社
な
ど
の
統

一
ブ
ラ
ン
ド
商
品
「
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
」
で
、
電
機
メ
ー
カ

ー
と
共
同
開
発
し
た
。

年

の
発
売
か
ら

年
６
月
ま
で

に
累
計
販
売
は
全
国
で
約
９

万
３
０
０
０
台
に
伸
び
た
。

　
中
で
も
大
阪
ガ
ス
は
９
月

上
旬
、
東
京
ガ
ス
に
次
い
で

累
計
販
売
３
万
台
を
達
成
し

た
。
補
助
金
や
値
引
き
も
含

め
る
と
実
勢
価
格
が
１
０
０

万
―
１
５
０
万
円
で
購
入
で

き
る
低
価
格
化
が
進
み
、
普

及
に
弾
み
が
つ
い
て
い
る
。

都
市
ガ
ス
な
ど
を
改
質
し
取

り
出
し
た
水
素
で
発
電
し
、

排
熱
も
給
湯
に
使
え
る
効
率

の
高
さ
に
優
れ
る
。
最
新
の

機
種
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合

効
率
が

％
に
も
上
る
。

　
課
題
は
補
助
金
が
な
く
な

っ
て
も
購
入
で
き
る
低
価
格

化
や
、
小
型
・
軽
量
化
で
集

合
住
宅
に
も
設
置
し
や
す
く

す
る
技
術
革
新
。
量
産
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
や
材
質
、
設

計
の
刷
新
に
よ
る
コ
ン
パ
ク

ト
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　
大
阪
ガ
ス
の
尾
崎
裕
社
長

は
「
給
湯
に
優
れ
た
家
庭
用

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

の

エ
コ
ウ

ィ
ル

と
と
も
に
、
販
売
を

伸
ば
し
た
い
」
と
意
欲
を
示

す
。

　
「
い
よ
い
よ

水
素
社
会

が
幕
を
開
け
た
」
。
岩
谷

産
業
の
野
村
雅
男
社
長
は
７

月

日
、
国
内
初
と
な
る
商

用
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
兵

庫
県
尼
崎
市
の
同
社
事
業
所

に
開
設
し
た
式
典
で
力
強
く

宣
言
し
た
。

　
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
１

時
間
に
、
燃
料
電
池
車

Ｆ

Ｃ
Ｖ

６
台
へ
燃
料
の
水
素

を
充
填
で
き
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は

水
素
と
酸
素
の
化
学
反
応
に

よ
る
電
気
で
走
る
の
で
排
ガ

ス
が
出
ず
、
一
度
の
充
填
で

ガ
ソ
リ
ン
車
を
上
回
る
長
距

離
も
走
行
で
き
る
。
「
究
極

の
エ
コ
カ
ー
」
と
し
て
ト
ヨ

タ
自
動
車
、
日
産
自
動
車
、

ホ
ン
ダ
が
２
０
１
５
年
度
ま

で
に
相
次
ぎ
発
売
す
る
計
画

だ
。

　
し
か
し
、
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
よ
う
に
各
地
に
く
ま
な
く

設
置
さ
れ
な
い
と
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ

は
普
及
し
な
い
。
そ
こ
で
政

府
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
は
協

力
し
、

年
度
ま
で
に
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
全
国
に
ま

ず
１
０
０
カ
所
整
備
す
る
計

画
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
第

１
号
が
尼
崎
市
の
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
な
る
。
水
素
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
岩

谷
産
業
が
水
素
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
た
め
、
先
陣
を
切
っ

た
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
価
格
も
補
助

金
を
含
め
れ
ば
５
０
０
万
円

程
度
ま
で
下
が
る
見
通
し
。

Ｆ
Ｃ
Ｖ
が
走
行
す
る
画
期
的

な
時
代
が
、
欧
米
や
日
本
で

も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
本
格
的
な
普
及
に

は
１
箇
所
あ
た
り
４
億
―
５

億
円
か
か
る
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
設
備
費
や
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
一
層
の
価
格
低
減
が
欠
か

せ
な
い
。
当
初
は
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
利
便
性

の
低
さ
や
投
資
リ
ス
ク
の
高

さ
か
ら
、
狙
い
通
り
に
は
進

ま
な
い
お
そ
れ
も
あ
る
。

　
そ
れ
を
打
ち
破
る
の
に
必

要
な
の
は
、
技
術
革
新
や
事

業
に
加
わ
る
企
業
の
広
が
り

だ
。
水
素
充
填
設
備
の
価
格

を
引
き
下
げ
る
性
能
向
上
や

小
型
化
の
開
発
は
、
す
で
に

複
数
の
メ
ー
カ
ー
で
始
ま
っ

た
。
充
填
装
置
を
ト
レ
ー
ラ

ー
に
積
み
移
動
し
、
広
域
を

カ
バ
ー
し
て
採
算
性
を
改
善

す
る
技
術
も
導
入
さ
れ
る
。

　
一
方
、
水
素
の
原
料
は
当

面
、
化
学
工
場
で
副
産
物
と

し
て
生
じ
る
水
素
や
、
天
然

ガ
ス
の
改
質
に
よ
り
確
保
さ

れ
る
。
し
か
し
、
将
来
は
コ

ス
ト
が
安
い
海
外
で
太
陽
光

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
り
水
を
電
気
分
解
し

て
生
成
し
、
現
地
で
液
化
水

素
に
加
工
し
て
輸
入
す
る
壮

大
な
構
想
も
あ
る
。
水
素
は

無
尽
蔵
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

る
潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
。

水
素
社
会
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
が
、
日
本
が
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。


